
質
問
一

「
市
の
財
政
構
造
」
資
料
や

市
財
政
再
構
築
プ
ラ
ン
の
作
成
は
。

二

平
成
２０
年
度
予
算
編
成
に
向
け
土

地
開
発
公
社
保
有
地
、
借
地
、
各
団
体

へ
の
補
助
金
の
対
応
は
。

三

財
政
健
全
化
法
の
意
義
と
各
財
政

指
標
の
推
定
値
に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
市
長
）

資
料
は
職
員
研
修

用
に
作
成
し
た
も
の
で
、
市
民
に
理
解

し
や
す
い
よ
う
に
研
究
す
る
。
財
政
状

況
は
年
４
回
広
報
等
で
公
表
し
て
い
る

が
、
市
民
と
と
も
に
考
え
る
環
境
を
整

え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
考
え
る
機

運
を
醸
成
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

二

公
社
保
有
地
は
１９
年
度
末
に
は
簿

価
約
２６
億
円
と
な
り
、
標
準
財
政
規
模

の
２５
㌫
以
下
に
縮
減
見
込
み
。
借
地
解

消
の
基
本
方
針
は
１８
年
度
に
策
定
し
、

財
政
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
解
消
に
努

め
る
。
補
助
金
は
、
該
当
団
体
と
十
分

な
話
し
合
い
に
よ
り
対
応
す
る
。

三

財
政
の
健
全
度
を
判
断
す
る
財
政

指
標
と
し
て
実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実

質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将

来
負
担
比
率
の
公
表
が
毎
年
義
務
付
け

ら
れ
、
一
部
事
務
組
合
等
も
含
ま
れ
る

こ
と
か
ら
負
債
の
総
合
的
な
評
価
指
標

と
し
て
評
価
で
き
る
。
実
質
公
債
費
比

率
は
、
１５
㌫
台
で
推
移
し
、
将
来
負
担

比
率
の
細
部
は
ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い
。

◎
そ
の
他
の
質
問

後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
つ
い
て

質
問
一

低
所
得
者
の
保
険
料
は
国
保

税
よ
り
高
い
傾
向
か
。

二

市
独
自
の
減
免
と
保
険
証
の
扱
い

に
つ
い
て
。

三

障
害
者
の
加
入
に
市
の
対
応
は
。

四

制
度
の
中
止
・
撤
回
を
国
に
要
求

す
る
こ
と
に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
市
長
）

保
険
料
は
、
所
得

割
額
と
均
等
割
額
の
合
計
額
で
設
定
。

低
所
得
者
に
は
所
得
割
額
は
課
さ
ず
、

さ
ら
に
均
等
割
額
の
減
額
を
行
う
た
め
、

低
所
得
者
に
配
慮
し
た
制
度
で
あ
る
。

二

法
律
に
基
づ
き
運
営
す
る
も
の
で
、

市
独
自
の
減
免
は
な
い
。
資
格
証
明
書

は
滞
納
を
減
ら
す
こ
と
を
目
的
に
交
付

す
る
も
の
で
、
納
付
相
談
の
機
会
を
増

や
す
た
め
に
有
効
で
あ
る
。

三

６５
歳
か
ら
７５
歳
未
満
の
一
定
以
上

の
障
害
者
は
認
定
を
受
け
加
入
が
で
き

る
。
な
お
、
医
療
受
給
者
証
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人
は
、
加
入
の
意
思
確
認

を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

四

急
速
な
高
齢
化
に
医
療
費
は
ま
す

ま
す
増
大
し
、
医
療
制
度
の
運
営
面
で

危
機
的
状
況
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
国

民
皆
保
険
の
維
持
の
た
め
創
設
さ
れ
た

制
度
で
あ
り
、
国
に
撤
回
を
要
請
す
る

考
え
は
な
い
。

◎
そ
の
他
の
質
問

一

国
保
税
値
上
げ
中
止
を

二

妊
婦
無
料
健
診
の
拡
充
を

三

図
書
館
充
実
で
ま
ち
づ
く
り
を

宮� 弘子 議員

市財政の再構築に向けて

市民とともに考える環境を
１２月６日・７日の２日間行われた
一般質問の主な質問（Ｑ）と答弁
（Ａ）の概要を掲載します。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
撤
回
を

国
に
撤
回
を
要
請
す
る
考
え
は
な
い

松
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和
子

議
員
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